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本
褂
で
論
じ
ら
れ
、
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

H
I

本
と
い
う
立
場
か
ら
い
っ
て
、
低
開
発
国
問
題
に 

と
り
組
み
*
ア

プ

ロ
.丨
チ
す
る
際
に
お
け
る
い
わ
ゆ 

る
確
立
さ
れ
た
常
識
な
：い
し
通
念
と
な
る
べ
き
も
の 

で
あ
り
、
.合
理
的
な
思
考
を
行
な
い
う
る
人
々
に
よ 

っ
て
は
、
当
然
支
持
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

勿
論
、
積
極
的
に
低
開
発
国
と
く
に
ア
ジ
ア
問
題 

に
と
り
組
む
場
合
、
日
本
側
へ
の
一
時
的
な
マ
ィ
ナ 

ス
、
tf
造
転
換
に
と
も
な
う
コ
ス
ト
が
生
ず
る
こ
と 

は
事
突
で
.あ
る
が
、
長
期
的
に
考
え
れ
ば
よ
り
合
理 

的
な
資
源
配
分
が
行
な
わ
れ
、
経
済
成
長
を
一
層
促 

進
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
我
 々

は
よ
り
役
期
的
に
考
虛
し
、
何
等
か
の
稂
極
的
措
ft 

に
よ
っ
て
短
期
的
困
難
を
克
服
し
て
い

く

こ

と
が
必 

•要
で
あ
る
よ
う
に
恐
わ
れ
る
。

た
だ
本
畨
は
、
す
で
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
ま
と
' 

め
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
現
在
の
時
点
に
お
い
て
考 

え
れ
ば
、
大
幅
に
書
き
あ
ら
た
め
る
方
が
、
よ
り
有 

益
で
'は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
目
に 

つ
い
た
し
、
ま
た
本
書
に
断
片
的
に
言
及
さ
れ
て
い 

る
理
論
的
研
究
を
さ
ら
に
体
系
的
か
つ
つ
っ
込
ん
で 

行
な
う
こ
と
が
必
須
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

低
開
発
国
問
題
と
く
に
ア
ジ
ア
問
題
に
関
心
あ
る 

人
々
に
広
く
一
読
を
す
す
め
た
い
し
、
む
し
ろ
手
軽 

に
よ
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
読
了
し
た
あ
と
に
何

か
が
必
ず
残
り
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と 

い
っ
た
意
味
に
お
い
て
貴
逭
で
あ
る
。
我
々
は
本
書 

に
か
か
れ
た
内
容
を
通
念
.
.常
識
化
し
て
行
く
と
と
. 

も
に
、
こ
れ
を
共
通
の
越
盤
と
1
て
、
一
層
の
研
究
• 

展
開
を
こ

こ
ろ
み
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
ろ 

.ぅ
。(

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社•

一.九
六
六
年
六
月
刊• 

B
6 

•
ニ
三
九
頁
•
三
六
〇
円
}丨

深
海
博
明—

承 

承 

氺

西
村
孝
夫
著 

『

イ

ン

ド

木

綿

工

業

史

』

■

イ
ン
ド
の
研
究
.は
、
従
来
そ
の
固
有
の
文
化
、
慣 

習
等
の
現
象
而
に
主
と
し
て
関
心
が
集
め
ら
れ
て
来 

た
。
こ
れ
は
十
六
世
紀
以
来
束
详
に
進
出
し
た
ョ
ー 

ロ
ッ
パ
諸
国
の
イ
ン
ド
と
の
接
触
が
外
面
的
な
も
の 

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
ド
社
会
の
内
部
と
の 

交
渉
が
必
要
に
な
っ
た
の
は
十
八
世
紀
後
半
の
こ
と 

で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
で
ョ
ー
P
ッ
パ
人
の
目
に
映 

■っ
た
イ
ン
ド
は
、
古
代
そ
の
ま
ま
の
よ
ぅ
な
停
滞
し 

た
社
会
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
の
後
の
イ
ン
ド
に
関 

す
る
研
究
の
努
力
も
、
主
に
古
来
の
慣
習
•
制
度
に
' 

向
け
ら
れ
る
こ
とhi

な
り
、
今
日
ま
で
そ
の
経
済
.史 

的
研
究
の
大
部
分
は
、
ョ
I 
ロ
ッ
パ
的
進
歩
に
対
す

-*
一
 

0(

一
 

〇
ニ
〇)

る
ア
ジ
ア
的
停
滞
と
し
て
経
済
の
後
進
性
を
強
調
す 

る
も
の
と
な
っ
た
。
本
書
は
、
こ

の「

ヨ
ー
口
ツ
パ 

的
普
遍
主
義
史
観」

に
鉴
い
て
イ

ン

ド

の
経
济
を

と 

り
あ
げ
る
態
度
を
批
判
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し 

て
最
も
古
く
か
ら
イ
ン
ド
の
社
会
に
根
を
お
ろ
し
、
 

十
九
世
紀
以
降
の
イ
ン
ド
の
荒
廃
と
、
現
代
の
経
済 

,fc
i
立
問
題
の
焦
点
と
な
■っ
て
い
る
木
綿
工
業
を
と

り 

あ
げ
て
、
こ
れ
を
イ
ン
ド
全
体
の
社
会
機
構
•
経
济 

構
造
の
中
で
追
求
し
て
行
く
、
実
証
的
立
場
が
主
張 

さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
停
滞
の
条
件
を
明
ら
か
に 

す
る
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
資
本
、
•特
に
イ
ギ
リ
ス
資 

本
が
、
イ
ン
ド
_に
お
け
る
綿
業
と
農
業
が
宙
い
形
で 

結
合
し
て
い
た
社
会
構
造
を
破
壊
し
て
行
っ
た
過
程 

と
、
そ
の
限
界
の
分
析
が
必
悪
で
あ
る
と
考
え
ら
れ 

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

本
論
で
、：イ
ン
ド
木
綿
工
業
の
原
型
は
、
そ
れ
が 

最
盛
期
に
あ
っ

た
十
六一

十̂
七
世
紀
の
も
の
に
お
か 

れ
る
。

ヨ
I
口.

ツ
パ
諸
国
と
直
接
の
接
触
が
な
か
っ 

た
そ
れ
以
：IHI
J
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
前
史
と
し
て
扱 

わ
れ
て
い
る(

第
一
章)

。
原
型
で
あ
る
綿
織
物
生
産 

の
構
^
.は
、
生
産
技
術
と
共
に
直
接
生
産
者
で
あ
る 

イ
ン
ド
農
民
の
共
同
体
と
そ
れ
を
規
制
す
る
ヵ
ー
ス 

ト
制
の
関
連
に
お
い
て
検
M
さ
れ
、
商
人
や
王
侯
の 

支
配
を
経
る
綿
製
品
の
流
通
機
構
が
分
析
さ
れ
て 

い
る
。
こ
の
原
型
は
ョ
I

 

a

ッ
パ
資
本
■の
作
用
を
捨

象
し
て
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る(

第
二
章)

。
次
い
で 

こ
の
原
型
が
ヨ
I

P
ツ
パ
資
本
と
の
.接
触
.に
よ
り
、
 

ど
の
よ
ぅ
に
変
化
し
破
壊
さ
れ
て
行
っ
た
か
が
追
求 

さ
れ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
接
蝕(

第 

三
章)

。
そ
れ
に
つ
づ
く
フ
ラ
ン
ス
•
イ
ギ
リ
ス
と 

の
接
触(

第
四
章)

。
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
本
格
的
進
出 

で
あ
る
來
イ
ン
ド
会
社
に
よ
る
イ
ン
ド
手
織
綿
布
生 

,¥:
洛
の
支
配
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
本
命
と
の
関
速
、
そ 

の
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
イ
ン
ド
政
策
の
変
更
と
イ 

ン
ド
綿
工
業
の
没
范
過
程(

第
五
章)

、
イ
ギ
リ
ス
の 

支
配
下
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
の
為
の
原
料
供 

給
国
、
製
品
の
販
売
市
場
と
な
っ
た
イ
ン
ド
の
経
た
. 

社
会
経
济
構
造
上
の
変
化(

第

/章)

-i
t
ぅ
順
序 

で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
と
そ
の
結
末
が
イ
ン
ド 

に
及
ぼ
し
た
作
用
は
現
代
の
問
題
と
し
て
、
改
め
て 

技
術
•
生
産
構
造
•
市
場
•
政
府
の
経
済
政
策
の
諸 

成
に
ま
と
め
ら
れ
た(

終
章)

。

m

論
と
し
て
、
ニ
つ
の
イ
ン
ド
社
会
に
関
す
る
業 

級
の
検
討
が
行
わ
れ
る
。

一
つ
は
ジ
ヱ
I
ム
ズ
.
ミ 

ル
と
束
イ
ン
ド
会
社
の
関
係
、
及
び
彼
の『

英
領
イ 

ン
ド
史』

に
関
す
る
も
の
で
あ

り

、
他
は
ゥ
エ
ー
バ 

丨
の
イ
ン
ド
社
会
論
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者 

で
は
イ
ン
ド
の
社
会
構
造
研
究
に
お
け
る
ゥ
エ
ー
バ 

丨
の
力ー

ス
ト
や
宗
教
の
側
か
ら
の
分
析
を
と
々
あ 

ザ
て
、
そ
れ
が
十
七
世
紀
以
前
の
イ
ン
ド
社
会
に
対

し
て
は
優
れ
た
も
の
で
あ
る
が
，
そ
れ
以
後
の
停
滞 

性
に
関
し
て
は
十
分
な
も
の
で
な
い
点
の
批
判
を
行

つ
て
い
る
。

本
書
は
ィ
ン
ド

経
済
史
の
実
証
的
研
究
の
方
法
と 

し
て
、
発
展
性
の
あ
る
好
著
で
あ
る
。(

未
来
社
.

一九
六
六
年

三
月
刊
.
A

5
 

•

1

一一一〇
頁•

一
 
.五
〇 

〇
円)

丨
三
.宅
星
子
丨

越
智
武
臣
著 

.

『

近
代
英
国
の
起
源』

著
渚
は
、
先
年
物
故
し
た
ロ
ン
ド
ン
.大
学

の
碩 

学
、
R
.
H
* 

—
 
ニ
ー
教
授
に
師
辦
さ
れ
わ
が 

国
の
い
わ
ゆ
る「

ジh

ン
ト
リ
I

論
^」

に
活
発
に 

参
加
さ
れ
て
来
た
方
で
あ
る
。
本
書
は
、
従
来
の
通 

説
'
-1
近
代
の
典
型」

と
し
て
の
英
国
を
、
国
民
史 

と
い
ぅ
枠
組
の
中
で
再
検
討
し
.、
近
代
英
国
の
ト
レ 

丨
ガ
ー
が
如
何
な
る
社
会
層
に
厲
し
た
か
を
究
明
せ 

ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

'第
一
章「

政
治
変
革
の
'進
展」

、
第
一
.節

「

国
民
. 

国
家
の
覚
醒」

-
に
お
い
て
，
著
者
は
、
近
代
英
国
の 

国
民
_
家
と
し
て
の
成
立
を
、

一
五
三
〇
年
代
の
一 

連
の
政
治
変
革
の
中
に
求
め
石
。
こ
の
時
代
の
国
際

ic
治
、
殊
に
ィ

タ

.

リ
ア
戦
^
が
、
英
国
国
民
の
対
g 

的
な
国
家
性
の
認
識
を
呼
び
醒
し
た
か
ら
で
あ
り
、
 

こ
の
戦
争
が
、.
対
ロ

ー

マ

政
治
の
破
綻
を
伴
っ
て
い 

た
が
故
に
、
教
皇
権
に
対
す
る
国
家
教
会
の
定
立
、
 

即

ち

宗
教
改
革
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
か
ら
で
あ
っ 

.た

。

近
代
国
家
の
前
提
条
件
と
し
て
の
行
政
制
度
の 

転
換
点
.も
又
、

一
五
三
〇
年
代
で
あ
っ
た
。

第
二
節「

絶
対
王
政
の
風
土」

は
、
こ
れ
迄
の「

絶 

対
主
義
論
争」

を
実
り
多
き
も
の
と
す
る
た
め
に
、
 

新
た
な
視
角
、
即
ち
絶
対
君
主
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
そ
れ 

を
と
り
ま
く
宮
廷
の
派
閥
抗
#
の
中
に
、
絶
対
王
政 

政
治
の
墙
造
を
兒
ょ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
更 

に
、
こ
ぅ
し
た
中
央
政
治
と
地
方
政
治
を
結
ぶ
も
の 

と
し
て
の
議
会
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
、
根
強
く
残 

る
地
方
主
義
、
州
の
逭
耍
性
が
強
調
さ
れ
る
。
州
の 

政
治
の
契
権
を
握
っ
て
い
た
階
層
こ
そ
、
地
方
名
错 

家
、.
ジ
ュ
ン
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
。

第
三
節「

革
命
政
治
の
底
辺」

で
は
、
い
わ
ゆ
る 

「

淸
教
徒
革
命」

に
つ
い
て
、
革
命
史
に
は
不
可
避 

で
あ
る
党
派
的
解
釈
と
時
代
の
推
移
に
ょ
っ
て
変
転 

す
る
革
命
像
と
が
固
顧
さ
れ
、
最
近
の
英
国
史
学
界 

の
顕

著

な

動
向
で
あ
る
地
方
史
研
究
に
即
応
し
つ 

つ
、.
革
命
に
お
け
る
地
方
と
家
族
の
問
題
が
、
ノ
ッ 

テ

ィ

ソ
ガ
ム 
'ゾ

ャ
い
の
一
寒
村
で
の
現
地
調
査
を
も 

と
と
し
て
解
明
さ
れ
て
い
る
。

ニ

ー(

一
 

〇
ニ
ー)



一
二(

一
 

〇
ニ
ニ)

第
一
一
章「

社
会
経
済
の
変
貌J

は
、「

英
国
の
近
代」 

が

.何
時
訪
れ
、
そ
れ
が
ど
の
ょ
う
な
変
化
を
生
ん
，
 

だ
か
を
、
全
体
像
と
し
て
描
出
す
る
こ
.

と
に
费
さ
れ 

て
い
る
。
第
一
節「
国
民
経
済
の
屈
折」

に
お
い
て
、
 

著
者
は
、
十
六
世
紀
前
半
の
未
曾
有
の
好
況
と
後
半 

の
不
況
，の
、
英
国
商
工
業
に
与
え
た
影
饗
を
考
察 

し
、「

絶
対
主
義」

の
政
策
と
呼
ば
れ
て
い
る
-%
め 

が
、
こ
う
し
た
経
済
変
動
、
就
中
、
世
紀
後
半
の
不 

況
の
解
決
の
仕
方
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
節「

農
業
革
命
の
進
展」

に
お
い
て
は
、
前 

節
で
展
開
さ
れ
た
十
六
世
紀
の
経
済
変
動
に
伴
う
農 

業
分
野
の
変
取
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
こ
の
変
本
が
、
 

従
来
か
ら
支
配
的
な
学
説
で
あ
っ
た「

ョ
ー
マ
ン
リ 

丨
の
上
昇」

を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
く
、
全
体
と 

し
て
見
れ
ば
、
ョ

ー

マ
ン
は
、
近
代
英
国
の
ト
レ
ー 

ガ
ー
で
も
な
く
、
ま
し
て「

未
来
の
産
業
の
将
師J

 

で
も
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ョ

ー

マ
ン
が 

近
代
英
国
形
成
の
過
程
で
埋
没
を
余
儀
な
X
さ
れ
た 

階
層
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
近
代
英
国
の
真
の
担
い 

手
は
、
如
何
な
る
社
会
層
.で
あ
っ
た
か
。

こ
れ
こ 

そ
、
著
者
の
特
筆
す
る
社
会
層
と
し
て
の
ジH

ン
.ト 

リ
ー
で
あ
っ
た
,0

「

ジ
.ェ
ン
ト

リ

ー
の
勃
興」

が
一
方
に
あ
れ
ば
、
他 

方

に

ョ

ー

マ

ン

リ

ー

の

没
落
が
あ
る
。

.
近

代

^

_

国 

，民
文
化
の
型
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ジH

ン
ト

ル
マ
ン
•
イ
デ
アー

ル
で
あ
っ
た
。
第
三
章「

国
民 

文
化
の
生
成」

は
、
近
代
英
国
国
民
文
化
の
パ
タ
ー 

ン
に
つ
い
て
の
著
者
の
優
れ
た
試
み
で
あ
る
。
ジ
工 

ン
ト
ル
マ
ン
*
イ
デ
ア
|-
.
ル
は
、
従
来
の
騎
士
道
倫 

理
と
外
来
の
人
文
主
義
の
習
合
の
産
物
で
あ
っ
た
。
 

他
方
、
清
教
主
義
は
、
す
ぐ
れ
て
英
国
土
着
の
文
化 

で
あ
?
た
。
多
く
の
清
教
徒
達
は
、
十
六
•
十
七
世 

紀
の
経
済
、
社
会
変
動
の
過
程
で
路
傍
に
置
き
去
ら 

れ
‘た
。
英
国
文
化
は
、
両
者
の
シ
ュ
バ
ン
ヌ
ン
ク
の 

中
に
展
開
し
、
革
命
後
、
両
者
は
合
成
さ
れ
、.'合
理 

主
義
的
経
験
的
思
考
の
流
れ
、
経
驗
論
と
し
て
結
実 

し
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
そ
の
歴
史
研
究
の
パ
I
ス
ぺ
ク
テ
ィ
ヴ 

に
お
い
て
、
又
最
近
の
英
国
歴
史
学
界
の
動
向
を
知 

る
上
で
、
極
め
て
優
れ
た
，研
究
書
で
あ
る
。(

ミ
ネ 

ル
ヴ
ァ
書
房
.
一
九
六
六
年
三
月
一
日
刊• 
A

5
 • 

四
七
五
頁
•
ニ
一
〇
〇
円)

丨

安

元

稳

丨

氺

ネ

*

天
川
潤
次
郎
著 

『

デ

フ

ォ

I
研
究

丨
資
本
主
義
経
済
思
想
の
一
源
流』

著
者
は
こ
の
書
物
を
第
三
部
第
九
章
に
分
け
て
い

る
。
第
一
部
は「

デ
フ
ォ

-
-
時
代
と
思
想——

J

で
あ
り
、
そ
の
第
一
章
は「

産
業
革
命
前
夜
の
イ
ギ 

リ
ス
経
済」

、
第
二
章「

デ
フ
ォ
ー
の
生
涯
と
そ
の 

論
著」

、
第
三
章「

経
済
思
想」

、
第
四
章「

政
治
思 

想」

と
に
分
れ
て
い
る
。
第
二
部
で
は「

経
済
時 

論」

、
第

五

章「

英

•
蘇
合
併
問
題(

一
七
〇
七 

年)
」

、
第
六
章「

英
仏
自
由
通
商
問
題(

一
七
一
三 

年)
」

、
第
七
章「

南
海
恐
慌
問
題(

一

七
一一
〇
年)

」 

と
な
っ
て
い
て
、
最
後
の
第
三
部
で
は「

資
本
生
義 

の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン」

、
そ
の
第
八
章「

資
本
主
義
の
ヴ 

ィ
ジ
ョ
ン」

、
第
九
章「

イ
ギ
リ
ス
経
済
の
構
造」 

と
な
っ
て
い
る
。
全
体
を
通
し
て
み
て《

口
ビ
ン
ソ 

ン==

ク
ル
ー
ソ》

物
語
の
筆
者
と
し
て
の
デ
フ
ォ
ー 

一
個
人
の
問
題
か
ら
、
英
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
開 

拓
者
の
一
人
と
し
て
の
、
ま
た
政
界
に
出
入
し
政
治 

経
済
の
問
題
に
.は
関
心
が
深
く
、
内
外
商
業
に
つ
い 

て
の
す
ぐ
れ
た
見
識
の
持
主
で
あ
り
、
ま
た
著
者
は 

こ
の
本
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
述
べ
て
い
る
が
、
終
始 

'一
實
中
産
階
級
的
で
あ
り
：
非
国
教
的
で
あ
る
近
代 

イ
ギ
リ
ス
社
会
の
典
型
と
も
い
ぅ
べ
き
デ
フ
ォ
ー
の 

姿
お
ょ
び
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
諸
問
題
を
扱
っ
て
い 

る
。
更
に
デ
フ
ォ
I
個
人
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
•の 

著
作
は
小
説
’、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
政
治
お
ょ
び
経
済 

評
論
、
' 旅
行
記
、
歴
史
な
ど
非
常
な
数
に
の
ぼ
る
が
、
 

そ
の
中
で
最
も
注
意
す
ベ
き
著
作
は《

事
業
論〉〉

.

(
A
n

 Essay upon 

projects. 

1
6
9
7
)
《

ロ 

ヒ
ン 

ソ
ン=

ク
ル 

|
ソ》

(Robinson 

Crusoe, 

1719; 

《

イ
ギ
リ
ス
商
人
大
鑑》

(The Complete 

English 

Tradesman, 

1725)、

な
ど
で
あ
る
。

デ
フ
ォ
I
の
生
れ
た
一
六
六
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス 

は
、
社
会
経
済
史
的
に
見
て
一
つ
の
大
き
な
転
換
期 

で
も
あ
っ
た
。

一
六
四
九
年
か
ら
一
六
六
〇
年
の
間 

に
お
け
る
空
位
時
代
は
い
わ
ゆ
る
世
界
最
初
の『

市 

民
本
命』

を
と
げ
た
も
っ
と
も
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て 

輝
か
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
と
と
も
に
、
そ
れ
は
こ 

れ
ょ
り
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
数
世
紀
に
わ
た
る
繁
张
の 

源

と

も
な
っ
た
商
工
業
の
担
い
手
た
る
中
産
階
級
の 

地
味
な
、
そ
れ
で
い
て
確
臾
な
出
现
の
時
期
で
も
あ 

っ
た
。
政
治
的
に
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
王
政
復
古 

が
成
し
と
げ
ら
れ
、
共
和
制
に
終
止
符
が
打
た
れ
た 

か
の
ょ
ぅ
に
思
え
る
が
、
こ
れ
は
過
去
へ
の
復
帰
を 

意
味
し
は
し
な
か
っ
た
。
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
イ
ギ 

リ
ス
革
命
が
変
革
し
た
も
の
は
、
封
雄
的
諸
制
度
の 

ぅ
ち
で
、
長
老
派=

商
業
資
本
の
障
碣
に
な
る
も
の 

を
排
除
し
、
手
段
と
な
る
も
の
を
の
こ
し
て
、
イ
ギ 

リ
ス
資
本
主
義
が
他
に
さ
き
ん
じ
て
本
源
的
蓄
積
に 

す
す
む
道
を
ひ
ら
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て 

茁
商
主
義
が
典
型
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
名
誉
年 

命

(

一
六
八
八
年)

後
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
で
あ 

り
、
こ
の
初
期
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
国
家
に
よ
つ
て
遂
行
さ

新刊紹
介

れ
た
原
始
的
蒂
稂
の
核
心
を
な
す
経
済
的
課
程
は
つ 

ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
B
、
廉
価
労
働
力
の
強
力
的 

な
創
出
と
そ
の
技
術
的
な
訓
練
。
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ 

ュ
ァ
期
を
特
徴
づ
け
る
お
び
た
だ
し
い
浮
浪
若
の
就 

業
強
制
、
懲
役
場
や
孤
児
院
で
お
こ
众
わ
れ
た
か
れ 

ら
の
強
制
的
陶
冶
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
の
規
制
に
よ
る 

貨
金
压
下
や
労
働
者
確
保
の
.た
め
の
移
住
禁
止
、
更 

に
外
国
熟
練
職
人
の
来
住
奨
励
と
自
国
熟
練
職
人
の 

移
住
禁
止
。
特
に
歴
史
上
著
名
な
も
の
と
し
て
は
、

エ
ン
ク
卩
丨
ジ
ァ

運
動
の
破
壊
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
. 

«
、
さ
ま
ざ
ま
の
形
に
お
け
る
貨
幣
財
産
の
つ
か
み 

取

り

と

そ
れ
を
産
業
資
本
へ
転
化
す
る
た
め
の
諾
条 

件
強
力
的
創
出
。
な
か
で
も
イ
ギ
リ
ス
の
海
賊
に
よ 

る
ス
ペ
イ
ン
の
銀
船
隊
や
植
民
地
の
略
奪
が
、
’イ
ギ 

リ
ス
の
原
始
的
蒂
稹
に
と
っ
て
ば
た
し
た
役
割
は
無 

視
で
き
な
か
っ
た
。

_

最
後
に
著
者
は
、
•工
業
よ
り
も
商
品
の
販
売
に
一 

li
興
味
を
持
ち
、
貿
易
、
植
民
こ
.そ
イ
ギ
リ
ス
を
興 

す

も

の

と
考
え
た
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ー

の

代
弁
者
た
る 

デ
フ
ォ
ー
は
、
明
ら
か
に
大
英
帝
国
膨
脹
論
渚
で
あ 

り
，
自
山
主
義
的
な
帝
国
主
義
渚
で
あ
っ
た
の
で
あ 

る
、
と

結
ん
で
い
る
。
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.
米
川
伸
一
訳

『

世
界
の
工
場

.

丨
イ
ギ
リ
ス
経
済
史

.
一
八
ニ
〇
丨
一
八
八
〇』

一
八
ニ
o
年
代
か
ら
、
，い
わ
ゆ
る「
大
不
況」

が 

は
じ
ま
る
一
八
七
三
年
恐
慌
に
い
た
る
ま
で
の
時
期 

こ

そ

、

イ

ギ

リ

ス

が

世

界

の

エ

場

と

し

て

^

-̂
が

に 

み
て
も
金
融
的
に
み
て
も
、
世
界
に
君
臨
し
繁
栄
に 

ふ
け
っ
た
時
期
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
ぅ
。
イ
ギ
リ 

ス
の
産
業
界
の
み
な
ら
ず
、
世
界
资
本
主
義
の
中
心 

諶
軸
産
業
で
あ
っ
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
な
の
で 

ぁ
っ
た
。

従
来
、
こ
の
時
期
の
研
究
は
、

一
八
世
紀
後
半
の 

産
業
革
命
の
研
究
及
び
、
ニ
o
世
紀
の
現
状
分
析
的 

.
研
究
の
間
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
こ
の
時
代
の
総
合 

的
研
究
が
充
分
に
行
わ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
 

一
九
二
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
、
サ
ー
.
J•
ク
ラ
ッ
パ 

ム
の
大
著「Economic History of Modern Britain 

3- vols j.

が
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俯
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